


























　

９
月
30
日
、
浜
田
市
内
村
町
の
柿
選
果
場
前
で
西
条
柿
出

荷
式
を
行
い
、
生
産
者
ら
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

出
荷
式
に
当
た
り
、
稲
垣
薫
組
合
長
は
「
今
日
は
県
下
で

初
の
西
条
柿
出
荷
式
、
今
年
は
出
荷
数
量
１
７
０
ト
ン
、
総

売
上
高
５
，５
０
０
万
を
目
標
に
め
ざ
す
。
糖
度
も
高
く
玉

太
り
も
良
好
で
あ
る
。
自
信
を
持
っ
て
生
産
者
一
丸
と
な
っ

て
出
荷
に
取
り
組
も
う
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
し
た
生
産
者
は
、「
県
を
代
表
す
る
大
き
な

産
物
の
一
つ
の
西
条
柿
。
多
く
の
フ
ァ
ン
が
で
き
る
よ
う
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
た
い
。
生
産
者
も
高
齢
化
で
先
行
き
不
安
だ
が

今
を
大
事
に
頑

張
り
た
い
。」

と
意
気
込
み
を

語
り
ま
し
た
。

　

現
状
着
色
が

少
々
遅
れ
て
は

い
る
が
、
こ
れ

か
ら
の
２
か
月

間
生
産
者
も
１

円
で
も
高
く
売

れ
る
よ
う
消
費

者
に
Ｐ
Ｒ
し
な

が
ら
目
標
を
目

指
し
て
い
き
ま

す
。
出
荷
式

後
、
目
合
わ
せ

会
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

10
月
８
日
、
旭
町
梨

生
産
組
合
が
視
察
研
修

会
を
開
催
、
生
産
者
、

浜
田
農
業
普
及
部
、
Ｊ

Ａ
職
員
ら
12
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

島
根
県
農
業
技
術
セ

ン
タ
ー
（
出
雲
市
）
を

視
察
し
、
神
奈
川
県
で

開
発
さ
れ
た
梨
の
ジ
ョ

イ
ン
ト
栽
培
を
実
際
に

行
っ
て
い
る
圃
場
を
見

学
し
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
栽

培
の
メ
リ
ッ
ト
や
栽
培
方
法
、
栽
培
環
境
な
ど
聞
き
取
り
を

行
い
参
加
者
全
員
熱
心
に
メ
モ
も
取
り
な
が
ら
意
見
交
換
会

を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
新
品
種

の
「
甘
太
（
か
ん
た
）」

の
試
食
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
糖
度
が
高
く
果

肉
も
や
わ
ら
か
い
品
種

で
あ
り
ま
し
た
。
赤
梨

で
は
あ
り
ま
す
が
、
袋

掛
け
を
し
て
い
る
梨
は

見
た
目
が
青
い
た
め

「
青
梨
に
見
え
る
」
な

ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

目
標
１
７
０
ｔ
！　

西
条
柿
初
出
荷

ジ
ョ
イ
ン
ト
栽
培
を
視
察
研
修

　

10
月
17
日
、
い
わ
み
中
央
菌
床
椎
茸
生
産
部
会
は
、
Ｊ
Ａ

旭
支
店
に
て
今
年
産
の
出
荷
に
向
け
、
目
合
わ
せ
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
担
当
者
か
ら
、
出
荷
方
法
や
出
荷
調
整
方
法
な
ど
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
実
際
に
各
等
級
の
現
物
を
参
加
者
全

員
で
目
合
わ
せ
し
、
ど
の
菌
床
椎
茸
が
規
格
品
に
入
る
の
か

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

市
場
か
ら
は
、
㈱
浜
田
青
果
市
場
、
㈱
広
印
広
島
青
果
の

２
社
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
市
場
情
勢
や
今
後
の
販
売
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
認
知
度
向
上
並
び
に
消
費
拡
大
を
目
的
と
し
た

「
き
の
こ
収
穫
祭
り
」
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
出
荷

先
で
あ
る
米

子
、
広
島
、
浜

田
の
小
売
店
へ

販
売
促
進
会
に

出
向
き
Ｐ
Ｒ
を

行
い
ま
す
。

　

今
年
産
は
、

９
月
中
旬
よ
り

初
出
荷
が
始
ま

り
ま
し
た
。
10

月
中
旬
よ
り
本

格
出
荷
が
始
ま

り
、
県
内
外
市

場
へ
出
荷
を
行

う
予
定
で
す
。

今
年
産
出
荷
に
向
け
て

　

～
菌
床
椎
茸
目
合
わ
せ
会
～
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10
月
19
日
広
島
県
の
ス
パ
ー

ク
中
山
店
に
て
、
島
根
県
西
部

４
地
区
本
部
（
島
根
お
お
ち
、

石
見
銀
山
、
西
い
わ
み
、
い
わ

み
中
央
）
は
、
島
根
フ
ェ
ア
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様

で
し
た
が
、
定
期
的
な
開
催
と

事
前
告
知
効
果
も
あ
っ
て
来
店

者
も
多
く
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

当
地
区
本
部
で
は
、
キ
ャ
ベ

ツ
、
筑
陽
茄
子
、
生
椎
茸
、
ピ

オ
ー
ネ
、も
ぎ
た
て
と
ま
と（
ト

マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
）
の
販
売
を
行

い
消
費
者
の
方
に
は
大
変
喜
ば

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
島
根
フ
ェ
ア
は
、
今
後

も
継
続
し
て
行
い
「
い
わ
み
中

央
地
区
本
部
の
農
産
物
」
を
広

く
Ｐ
Ｒ
し
生
産
者
の
所
得
向
上

に
努
め
ま
す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
た
「
列
島
縦
断
宝
メ
シ

グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
９
」
に
出
演
し
た
浜
田
市
三
隅
町
の
白

砂
公
民
館
主
事
吉
本
美
和
子
さ
ん
や
い
わ
み
中
央
西
条
柿
生

産
組
合
の
組
合
長
稲
垣
薫
さ
ん
ら
は
、
10
月
28
日
に
久
保
田

章
市
浜
田
市
長
に
列
島
縦
断
宝
メ
シ
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
の
報

告
を
し
ま
し
た
。

　

番
組
で
は
、
石
見
地
方
の
伝
統
食
で
あ
る
「
ゆ
で
卵
と
干

し
柿
の
て
ん
ぷ
ら
」
を
紹
介
し
、
み
ご
と
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受

賞
し
ま
し
た
。
ゆ
で
卵
に
干
し
柿
を
巻
き
、
衣
を
つ
け
て
油

で
揚
げ
た
も
の
で
、
柿
の
甘
み
と
ゆ
で
卵
の
コ
ラ
ボ
が
何
と

も
言
え
な
い
ユ
ニ
ー
ク
さ
と
美
味
し
さ
で
、
視
聴
者
や
審
査

員
に
大
変
好
評
で
し
た
。
試
食
し
た
久
保
田
章
市
市
長
は

「
ほ
っ
ぺ
た
が
落
ち
そ
う
で
す
。
見
た
目
も
き
れ
い
で
と
て

も
美
味
し
い
。

西
条
柿
は
浜
田

市
の
振
興
作
物

と
し
て
応
援
し

て
い
る
。是
非
、

浜
田
市
の
名
物

料
理
に
し
て
、

ま
ず
地
元
の
方

に
食
べ
て
も
ら

い
、
地
域
お
こ

し
に
つ
な
が
れ

ば
嬉
し
い
。」

と
喜
び
の
言
葉

を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

島
根
フ
ェ
ア
で
地
元
農
産
物
を
ア
ピ
ー
ル
！

ス
パ
ー
ク
中
山
店
で
開
催
!!

グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
！　

浜
田
市
長
へ
報
告

　

～
列
島
縦
断
宝
メ
シ
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
９
～

検　査　日 検　査　場　所 対　象　地　区
11月20日（水） 弥栄ライスセンター 弥　栄

11月21日（木） 金城ライスセンター 金　城

11月22日（金） 石央倉庫 全地区

11月29日（金） 石央倉庫 全地区

12月13日（金） 石央倉庫 全地区

今後の検査日程

☆中止となることもありますので、各営農経済センターまたは、
　農産課へお問い合わせください。TEL　0855－22－8818

いわみ中央地区本部
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【
第
５
回　
10
月
23
日
】

座
学
…
「
竹
の
切
り
時
期
と
ソ
ラ
マ
メ
の
播
種
に
つ

い
て
」島
本
指
導
員
よ
り
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
　
　

木
は
６
月
、
竹
は
８
月
、
土
塀
は
10
月
…
木

六
・
竹
八
・
塀
十
郎
と
覚

え
ま
す
。

竹
も
切
る
時
期
が
あ
り
、

適
時
期
は
２
０
１
９
年
大

つ
ち
・
小
つ
ち
早
見
表
で

新
月
に
あ
た
る
日
が
よ
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ソ
ラ
マ
メ
の
播
種
に
つ
い

て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
　
　

ソ
ラ
マ
メ
は
連
作
を
嫌
う
た
め
、
４
～
５
年

の
輪
作
が
必
要
で
す
。

　
　
　

定
植
１
か
月
前
ま
で
に
、
堆
肥
、
サ
ン
ラ
イ

ム
、
Ｂ
М
よ
う
り
ん
を
入
れ
て
耕
し
土
と
な

じ
ま
せ
て
お
き
、
２
週
間
前
に
は
元
肥
を
入

れ
、
巾
1.2
ｍ
の
畝
を
た
て
て
お
き
ま
す
。

　
　
　

種
は
、
株
間
40
㎝
で
２
粒
播
き
と
し
、
お
は

ぐ
ろ
を
斜
め
下
に
２

㎝
の
覆
土
を
し
ま

す
。
移
植
す
る
場
合

は
、
９
㎝
ポ
ッ
ト
に

１
粒
播
き
と
し
ま
す
。

実
習
…
圃
場
に
行
き
キ
ャ
ベ

ツ
と
大
根
に
追
肥
を

し
ま
し
た
。

【
第
６
回　
10
月
15
日
】

　

圃
場
視
察
を
実
施
し
、
塾
生
８
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

１
件
目
…
浜
田
市
弥
栄
町
木
都
賀　

河
野
守
様
圃
場

　

河
野
さ
ん
は
、
高
校
卒
業
後
就
職
と
実

家
の
農
業
を
手
伝
っ
て
い
た
が
、
専
業
農

家
と
し
て
ス
タ
ー
ト
さ
れ
、
家
族
経
営
で

栽
培
面
積
２
５
０
ａ
。
主
に
キ
ャ
ベ
ツ

１
０
０
ａ
と
茄
子
15
ａ
を
栽
培
。
水
稲
も

40
ａ
を
作
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ベ
ツ

の
苗
５
，０
０
０
本
、
筑
陽
茄
子
７
０
０

本
を
定
植
す
る
と
聞
い
て
、
塾
生
も
圧
倒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

筑
陽
茄
子
は
、
接
ぎ
木
を
使
用
さ
れ
て
い
て
、
主
な
出
荷
先
は

共
販
。
最
盛
期
に
は
１
日
10
コ
ン
テ
ナ
は
収
穫
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
元
肥
は
、
ソ
ル
ゴ
ー
や
エ
ン
バ
ク
と
い
っ
た
緑

肥
肥
料
や
鶏
糞
・
牛
糞
堆
肥
・
魚
か
す
な
ど
の
有
機
肥
料
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

2
件
目
…
浜
田
市
弥
栄
町
門
田　

高
橋
伸
幸
様
圃
場

　

高
橋
さ
ん
は
、
四
国
の
出
身
で
大
学
卒

業
後
縁
あ
っ
て
弥
栄
協
同
農
場
の
農
業
実

習
生
と
し
て
来
ら
れ
、平
成
24
年
に
独
立
。

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
21
棟
（
1
棟
1.4
ａ
）
栽

培
面
積
30
ａ

　

主
に
小
松
菜
8
棟
、ほ
う
れ
ん
草
８
棟
、

リ
ー
フ
レ
タ
ス
２
棟
、
後
は
、
ト
マ
ト
、

ミ
ニ
ト
マ
ト
、カ
ラ
ー
ピ
ー
マ
ン
な
ど
を
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

両
者
と
も
大
型
農
家
で
、
若
い
農
業
者
に
パ
ワ
ー
を
感
じ
た

圃
場
視
察
で
し
た
。

【
第
４
回　
10
月
９
日
】

座
学
…
作
物
に
合
っ
た
施
肥
時
期
・
キ
ス
ジ
ノ
ミ
ハ
ム
シ

　
　
　

作
物
別
に
特
性
と
施
肥
の

ポ
イ
ン
ト
の
話
を
島
本
指

導
員
よ
り
聞
き
ま
し
た
。

（
例
）
白
菜
は
、
葉
が
18

枚
か
ら
20
枚
に
な
っ
た
ら

（
結
球
前
）
追
肥
を
や
る

と
大
き
く
し
ま
り
の
良
い

玉
と
な
る
。
15
℃
～
17
℃

で
巻
い
て
く
る
。
追
肥
・・
燐
硝
安
加
里
Ｓ
６
０
４

　
　
　

・
キ
ス
ジ
ノ
ミ
ハ
ム
シ
被
害
に
つ
い
て

　
　
　

ア
ブ
ラ
ナ
科
植
物
の
実
に
寄
生
す
る
虫
。

　
　
　

成
虫
は
大
根
の
本
葉
が
出
始
め
て
か
ら
食
害
す

る
。
６
月
か
ら
７
月
に
雨
の
少
な
い
年
は
、
発
生

が
多
い
傾
向
に
あ
る
。
暖
冬
だ
と
越
冬
虫
の
生
存

率
も
高
い
。

防
除
対
策
は
、
播
種
時
の
殺
虫
剤
土
壌
処
理
が

最
も
重
要
。

実
習
…
大
根
の
間
引
き
と
肥
料
や
り

　
　

  

キ
ャ
ベ
ツ
と
大
根
の
畝
に
ネ
ッ
ト
張
り
。

10
月
の
営
農
塾

10
月
の
育
成
塾

産直トピック
ス

いわみ中央地区本部
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令和元年産米買い入れ実績

❖令和元年産の作柄
　田植え時期の天候は良かったが、水不足で田植えを断念された圃場もありました。
　その後は順調に生育しましたが、７月の日照不足に加え出穂期の７月下旬から８月中旬には猛暑となり、結
果、検査米については乳白粒・カメムシ被害による等級格下げの大きな要因となっています。また、聞き取り
調査では反収が多かったと言う生産者はおられず、反収で60㎏程度少ない生産者が多く、集荷数量に大きく影
響しています。集荷目標数量84,000袋へ向けての集荷運動展開中です。今一度保有米の見直しをしていただき、
１袋でも多くの出荷をお願いいたします。

10月21日現在

等級比率 Ｊ　Ａ　米 一　般　米 個別流通米① 個別流通米（持ち帰り分）

１等 ２等 ３等
１等 ２等

３等 合計 特上 特 １等 ２等 ３等 合計 １等 ２等 ３等 規格外 合計 １等 ２等 ３等 規格外 合計
Ｔ 上 通常 高水分 低水分 通常 高水分 低水分

管
内
合
計

コシヒカリ 65.5% 30.2% 4.2% 0 27,847 409 594 0 12,337 296 0 1,867 43,350 0 0 177 233 32 442 595 237 0 99 931 1,450 1,238 0 0 2,688

ハナエチゼン 65.5% 26.8% 7.7% 0 10 1,013 0 0 374 0 0 55 1,452 0 0 0 0 44 0 44 0 0 0 65 65 0 0 0 0 0

きぬむすめ 68.1% 29.2% 2.7% 0 7,543 1,809 22 0 3,511 225 0 288 13,398 0 0 8 0 39 0 47 0 0 0 21 21 179 320 75 0 574

つ や 姫 65.1% 32.3% 2.6% 0 2,934 277 0 0 1,459 0 0 130 4,800 0 0 19 0 142 0 161 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

そ の 他 23.1% 76.9% 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 0 20 0 26 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

酒 米 100.0% 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 709 709 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小 計 65.3% 29.8% 4.9% 0 38,334 3,508 616 0 17,681 521 0 2,340 63,000 0 0 210 0 478 741 1,429 595 237 0 185 1,017 1,629 1,558 75 0 3,262

も ち 米 5.2% 27.6% 67.2% 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 39 0 200 402 641 0 0 0 40 40 0 8 64 0 72

も ち 米
（契約分） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小　計 5.2% 27.6% 67.2% 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 39 0 200 402 641 0 0 0 40 40 0 8 64 0 72

合　計 64.7% 29.8% 5.5% 0 38,334 3,508 616 0 17,681 521 0 2,340 63,000 0 0 249 0 678 1,143 2,070 595 237 0 225 1,057 1,629 1,566 139 0 3,334

浜
田
市

うるち米 44.8% 49.9% 5.3% 0 3,991 5 0 0 3,978 340 0 472 8,786 0 0 10 136 0 146 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

酒 米 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

も ち 米 48.2% 51.8% 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 27 25 52 0 0 0 4 4 0 0 0 0 0

も ち 米
（契約分） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合　計 44.6% 49.9% 5.6% 0 3,991 5 0 0 3,978 340 0 472 8,786 0 0 10 163 25 198 0 0 0 4 4 0 0 0 0 0

江
津
市

うるち米 50.3% 45.1% 4.6% 0 3,054 700 0 0 3,236 12 0 343 7,345 0 0 5 0 125 7 137 33 0 0 26 59 282 284 0 0 566

酒 米 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

も ち 米 38.5% 61.5% 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 111 103 214 0 0 0 10 10 0 0 64 0 64

も ち 米
（契約分） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合　計 48.5% 44.9% 6.6% 0 3,054 700 0 0 3,236 12 0 343 7,345 0 0 5 0 236 110 351 33 0 0 36 69 282 284 64 0 630

三
隅
町

うるち米 44.6% 40.4% 15.0% 0 3,196 88 510 0 3,253 90 0 1,199 8,336 0 0 51 12 19 82 0 0 0 58 58 178 286 75 0 539

酒 米 100.0% 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 115 115 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

も ち 米 100.0% 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 52 52 0 0 0 15 15 0 0 0 0 0

も ち 米
（契約分） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合　計 43.7% 39.6% 16.7% 0 3,196 88 510 0 3,253 90 0 1,199 8,336 0 0 51 12 186 249 0 0 0 73 73 178 286 75 0 539

金
城
町

うるち米 84.5% 14.4% 1.0% 0 15,719 1,087 0 0 2,726 53 0 186 19,771 0 0 24 0 96 0 120 0 0 0 18 18 0 0 0 0 0

酒 米 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

も ち 米 15.9% 84.1% 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 24 127 151 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

も ち 米
（契約分） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合　計 83.9% 14.5% 1.7% 0 15,719 1,087 0 0 2,726 53 0 186 19,771 0 0 24 0 120 127 271 0 0 0 18 18 0 0 0 0 0

弥
栄
町

うるち米 67.4% 32.6% 0 3,647 511 0 0 1,624 13 0 0 5,795 0 0 0 0 0 0 562 237 0 0 799 1,169 973 0 0 2,142

酒 米 100.0% 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 594 594 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

も ち 米 14.4% 85.6% 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 66 71 0 0 0 11 11 0 8 0 0 8

も ち 米
（契約分） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合　計 62.5% 30.4% 7.1% 0 3,647 511 0 0 1,624 13 0 0 5,795 0 0 0 5 660 665 562 237 0 11 810 1,169 981 0 0 2,150

旭
　
　
町

うるち米 75.7% 22.6% 1.7% 0 8,727 1,117 106 0 2,864 13 0 140 12,967 0 0 120 0 109 6 235 0 0 0 83 83 0 15 0 0 15

酒 米 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

も ち 米 38.6% 32.7% 28.7% 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 39 33 29 101 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

も ち 米
（契約分） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合　計 75.4% 22.6% 1.9% 0 8,727 1,117 106 0 2,864 13 0 140 12,967 0 0 159 0 142 35 336 0 0 0 83 83 0 15 0 0 15

いわみ中央地区本部
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〇キュウリについて！！
今頃？と言わず憶えていれば次期生かしてください

　この夏ある人が、今年はキュウリはよう出来た・・・との声が。
　しかし、途中から実が曲がってしまい、商品にはほど遠く近所の人にあげたんだが、こ
れを防ぐにはどうすればよいかという話になりました。
　キュウリ栽培で重要なポイントは、茎葉を発育させながら花を咲かせさらに実をつけて
いくことです。
　実が曲がるのは、なり疲れで草勢が低下したり、水分や肥料が不足した場合に起こりや
すくなります。そして、葉の基部からは子ヅルが伸び、花や実がつくと養水分を取り合っ

て草勢が弱くなります。
　草勢を維持するためには、まず根を十分に張らせて養水分をよく吸収させます。
　さらに子ヅルを伸ばして実を肥大させるためには、樹の整枝が重要になります。
　その前に、品種は雌花の付き方で主に大きく２つのグループに分けられます。
　雌花と雄花が混在する「飛び節成り」タイプと、近年の品種改良により生まれた、全ての花が雌花になる「節
成り」タイプです。
　長い期間楽しめる「飛び節成り」、スタートが早い「節成り」タイプとなります。

　「飛び節成り」タイプは、伸ばしたツルの節々に咲く花の30～50％が雌花となります。このタイプは果実
の収穫は連続しませんが、時間をおいて飛び飛びになることで、実の負担
が少なく、樹の体力も落ちにくくなります。
　体力のある分、子ヅルは旺盛に伸び、結果的に長い期間栽培ができ、収
量も多くなります。
　「節成り」タイプは、生育初期から各節に連続して雌花が咲きます。そ
れが全て着果していくため、スタートから数多くの実がなります。その分、
株の体力は実のほうに引っ張られるため、子ヅルはあまり伸びず、葉の枚
数も増えなくなります。
　この性質は水や追肥をしっかり施さないと樹がばてやすくなり、「節成
り」タイプは短期的な栽培でその特性を発揮することも知っておくと良い
でしょう。

〇飛び節成り型
　初めに伸びる親ヅルはネットの上の所まで伸びたら摘芯します。
　基部から４～５節までに発生した雌花や子ヅルは早めに取り除きます。
この時あまり小さいうちから摘み取らないようにします。親ヅルから発生
した子ヅルは手でつかめる位に伸びた節の２～３節で摘芯し、子ヅルは１
～２節で摘芯します。

〇節成り型
　初めに伸びる親ヅルはネットの上の所まで伸びたら摘芯します。株元か
ら４～５節までに発生した雌花や子ヅルは早めに取り除きます。
　親ヅルから発生した子ヅルは３～４節で摘芯するか、数本はそのまま伸
ばします。
　子ヅルから発生する孫ヅルは芯をつまずにそのまま伸ばします。

※「曲りも少なく、ずーっととれるキュウリ」は草勢が旺盛で葉も大きめ。
その分、大きな葉やツルが込み合いやすいので、適宜葉かきをして内部
まで光や風を通りやすくしてやることも大事です。

　憶えていれば次期に生かして下さい。

教えて野菜作り！ 2019年11月号

（整枝方法の例）

節成り型

飛び節成り型

いわみ中央地区本部
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島根県西部農林振興センターからのお知らせ

集落で放牧を始めてみませんか？

  

　農業の担い手不足などにより農地の保全管理が難しくなる中、牛の放牧は草刈り作業の省力化やイノシシ等

の獣害対策の有効な手段として、関心が拡がりつつあります。

　水稲以外に水田活用の選択肢が広がり、農地の維持や省力的な管理につながります。

【 管内での取り組み事例 】
　浜田市金城町の集落では、今年度、和牛繁殖農家と連

携し、放牧を実施されました。実施集落からは、「草刈

作業の軽減に繋がった」「想像していたより手間が掛か

らなかった」との報告がありました。

　（実施の概要）

　　放牧面積　1ha

　　放牧牛　　繁殖和牛２頭

　　放牧期間　７月初から９月末まで

≪問い合わせ先≫　西部農林振興センター浜田農業普及部　TEL：0855–29–5618
問い合わせなど、詳しくは西部農林振興センターまで。

連絡先：島根県西部農林振興センター　浜田農業普及部　TEL：0855－29－5619

＜放牧前＞ ＜放牧後＞

放牧の様子

まずは、『お試し放牧』をしてみませんか？
　〇島根県では、放牧牛、放牧用資材の貸出を行っています。　

　　・お試し放牧で放牧の手軽さ等を体験できます。

　　・貸出にかかる出費はありません。(飼料等の購入が必要となる場合があります)

　〇取り組みの検討から実施まで支援します。

　　・農業普及部では、集落での検討から取組の計画、放牧の実施まで支援します。

いわみ中央地区本部

19



ふれあいニュース

　

９
月
29
日
に
江
津
西
支
店
に
て
第
１
回
支
店
祭
り
が
開
催

さ
れ
、
１
６
０
名
を
超
え
る
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
支

店
祭
り
は
Ｊ
Ａ
の
事
業
や
活
動
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
、

１
人
で
も
多
く
の
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ン
を
作
り
地
域
に
根
ざ
し
た
支

店
を
作
り
た
い
と
の
思
い
で
始
め
ま
し
た
。

　

初
め
に
管
内
の
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
「
ぬ
り
え
コ
ン
テ

ス
ト
」
の
表
彰
式
を
行
い
、
米
の
す
く
い
取
り
・
野
菜
の
重

さ
当
て
・
野
菜
釣
り
ゲ
ー

ム
や
女
性
部
に
よ
る
お
か

ら
ド
ー
ナ
ツ
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
ブ
ー
ス
で
は
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
も
実
施
。
ス
タ

ン
プ
を
５
つ
集
め
る
と
、

職
員
手
作
り
焼
き
そ
ば
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
！
皆
さ
ん
に

大
変
喜
ば
れ
支
店
祭
り
は

大
盛
況
で
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

後
山
支
店
長
は
「
天
候

が
心
配
さ
れ
る
中
で
の
開

催
だ
っ
た
が
、
た
く
さ
ん

の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
女
性

部
・
総
代
の
皆
様
の
ご
協

力
の
も
と
開
催
で
き
ま
し

た
。
来
年
も
開
催
し
地
域

に
根
ざ
し
た
支
店
を
目
指

し
ま
す
。」と
話
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
寿
ロ
ー
ド
日
帰
り
旅
行
は
、
山
口
県
「
大
谷
山
荘

で
会
席
料
理
と
角
島
・
元
乃
隅
神
社
」
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

角
島
の
海
は
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
と
白
砂
ビ
ー
チ
、
透
明
度

の
高
い
海
は
日
本
海
の
印
象
が
変
わ
り
ま
し
た
。
角
島
大
橋

を
渡
っ
て
石
づ
く
り
の
角
島
灯
台
に
も
足
を
延
ば
し
、
細
い

階
段
を
上
っ
た
灯
台
の
上
か
ら
み
る
景
色
は
、
遠
く
に
水
平

線
と
地
形
を
一
望
で
き
、
ど
ち
ら
も
絶
景
で
し
た
。

　

赤
い
鳥
居
の
横
は
断
崖
絶
壁
の
日
本
海
。
長
門
の
海
と

赤
、
緑
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
「
日
本
の
最
も
美
し
い
場
所
31

選
」
に
選
ば
れ
た
撮
影
映
え
す
る
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、ま
た
、

願
い
が
叶
う
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
大
人
気
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
さ
お
よ
そ
５
メ
ー
ト

ル
の
場
所
に
あ
る
賽
銭
箱
を
め
が
け
て
小
銭
を
投
げ
入
れ
、

ご
利
益
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

　

日
露
首
脳
会
談
の
舞
台
と
し
て
２
０
１
６
年
12
月
に
使
用

さ
れ
た
山
口
県
長
門
市
の
湯
本
温
泉
で
、
両
国
首
脳
が
宿
泊

し
た
こ
と
で
一
躍
有
名
に
な
っ
た
「
大
谷
山
荘
」
は
、
数
々

の
温
泉
宿
ラ
ン
キ
ン
グ
で
山
口
県
や
中
四
国
地
方
の
上
位
に

輝
く
超
人
気
旅
館

で
す
。
大
国
の
首

脳
や
要
人
た
ち
も

堪
能
し
た
で
あ
ろ

う
、
山
あ
い
の
老

舗
温
泉
宿
で
の
会

席
料
理
は
大
満
足

な
内
容
と
な
り
ま

し
た
。

　

10
月
20
日
～
21
日
「
寿
ロ
ー
ド
一
泊
二
日
の
旅
」
を
開
催

し
、
１
０
０
名
を
越
え
る
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
２
０
１
８
年
11
月
に
新

開
場
し
た
京
都
南
座
で
藤
山
直
美
主

演
の
「
道
頓
堀
も
の
が
た
り
」
を
鑑

賞
、
同
作
は
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初

期
、
芝
居
街
と
し
て
賑
わ
う
大
阪
・

道
頓
堀
を
舞
台
に
、
芝
居
茶
屋
で
働

く
こ
と
に
な
っ
た
田
舎
娘
・
お
徳（
藤

山
）
の
運
命
を
描
く
人
情
喜
劇
で

す
。
藤
山
さ
ん
に
と
っ
て
南
座
へ
の
出
演
は
５
年
ぶ
り
と
な

り
、
新
装
後
は
初
め
て
の
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。
以
前
に
改

修
工
事
が
お
こ
な
わ
れ
た
１
９
２
９
年
は
、
亡
父
で
あ
る
俳

優
・
藤
山
寛
美
の
生
ま
れ
年
で
も
あ
り
、
両
親
が
出
会
わ
れ

た
の
も
南
座
と
の
こ
と
で
、
藤
山
の
家
と
南
座
は
蔦
が
絡
ん

で
い
る
よ
う
に
不
思
議
な
ご
縁
が
あ
る
よ
う
だ
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

２
日
目
は
、
京
都
市
内
を
観
光
「
名
勝
・
平
安
神
宮
神
苑
」

と
「
国
宝
・
三
十
三
間
堂
」
を
見
学
し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ

た
方
の
中
に
は
『
学
生
の
時
に
友
達
と
旅
行
に
来
て
か
ら
50

数
年
ぶ
り
に
参
拝
し
ま
し
た
』
と
言
わ
れ
る
方
も
お
ら
れ
、

懐
か
し
い
思
い
出
の
旅
行
と

重
な
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
い

わ
み
中
央
地
区
本
部
は
、
今

後
も
年
金
受
給
者
の
皆
様
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
企
画

を
計
画
し
て
ま
い
り
ま
す
。

山
口
の
絶
景
を
み
ん
な
で
堪
能
！

京
都
を
満
喫
一
泊
二
日
の
旅

地
域
に
根
差
し
た
支
店
を
目
指
し
て
！

第
39
回
年
金
友
の
会
寿
ロ
ー
ド

いわみ中央地区本部
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ふれあいニュース

　

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
は
秋
の
全
国
交
通
安
全

期
間
中
の
９
月
25
日
に
、
浜
田
市
へ
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
を
送
り
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
交
通
事
故
防

止
の
お
役
立
ち
、
人
命
保
護
と
被
害
軽
減
を
目
的

と
し
、
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
久
保
田
章
市
浜
田

市
長
よ
り
「
市
民
の
交
通
事
故
防
止
の
た
め
活
用

さ
せ
て
頂
き
ま
す
」
と
感
謝
の
お
言
葉
を
頂
き
ま

し
た
。 地

域
の
交
通
安
全
を
願
っ
て

～
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
贈
呈
～

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
、
Ｊ
Ａ

共
済
連
島
根
は
島
根
県

警
察
本
部
と
連
携
し
、

９
月
25
日
島
根
県
立
江

津
工
業
高
等
学
校
に

て
、
ス
タ
ン
ト
マ
ン
に

よ
る
自
転
車
交
通
事
故

の
実
演
を
通
し
、
事
故

の
衝
撃
や
怖
さ
を
生
徒

に
実
感
い
た
だ
く
交
通

安
全
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。
生
徒
ひ
と
り
一

人
が
自
転
車
で
の
交
通

ル
ー
ル
の
大
切
さ
を
学

び
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
事
故
に
遭
わ
な
い
こ
と
を
約
束

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
田
村
実
校
長
よ
り
『
今
回
の
交
通
安
全
教
室
を
と

お
し
、
交
通
事
故
も
い
じ
め
も
相
手
を
思
い
や
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
こ
と
を
学
ん

だ
と
思
い
ま
す
。
多
く

の
生
徒
た
ち
が
近
い
将

来
、
自
動
車
を
運
転
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

被
害
者
に
も
加
害
者
に

も
な
っ
て
欲
し
く
な

い
。』
と
生
徒
へ
熱
く

語
ら
れ
、
交
通
安
全
教

室
開
催
に
感
謝
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

10
月
７
日
、
浜
田
市
金
城
町
今
福
ス

ポ
ー
ツ
広
場
に
て
「
第
20
回
Ｊ
Ａ
し
ま

ね
い
わ
み
中
央
地
区
本
部
年
金
友
の
会

地
区
本
部
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

朝
夕
は
か
な
り
気
温
も
下
が
っ
て
き

ま
し
た
が
、
当
日
の
日
中
は
汗
ば
む
気

温
と
な
り
絶
好
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
日
和
と
な
り
ま
し
た
。
６
地
区
の
予

選
を
勝
ち
抜
い
た
総
勢
１
２
５
名
の
年

金
受
給
者
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
福
ス
ポ
ー
ツ
広
場
は
公
益
社
団
法
人
「
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
協
会
」
の
認
定
コ
ー
ス
と
な
っ
て
お
り
、
全
面
芝
生
の
常
設
コ
ー
ス

と
し
て
、
ア
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
の
あ
る
大
変
楽
し
い
コ
ー
ス
設
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

当
日
の
結
果
は
次
の
通
り
と
な
り

ま
し
た
。
優
勝
さ
れ
た
西
谷
さ
ん
は

打
数
35
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
で

優
勝
を
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
上
位
16
名
の
方
は
い
わ
み

中
央
地
区
本
部
の
代
表
と
し
て
「
第

６
回
Ｊ
Ａ
カ
ッ
プ
島
根
県
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
」
へ
の
参
加
権
が

与
え
ら
れ
ま
す
。

　

優　

勝　

西
谷　

誠
現
（
雲
城
）

　

準
優
勝　

古
城　

護
（
金
城
）

　

第
３
位　

深
山　

豊
（
雲
城
）

自
転
車
事
故
の
な
い
社
会
へ

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
で
交
流
＆
健
康
増
進
！

～
地
区
本
部
長
杯
開
催
!!
～

左から古城様、西谷様、本部長、深山様

いわみ中央地区本部
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お
た
よ
りコ
ー
ナ
ー

ふれあいニュース

サ
プ
ラ
イ
ズ

浜田市金城町　石田　孝人 様浜田市田橋町　匿名 様

　

10
月
９
日
、
島
根
県
立
体
育

館
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
で
「
第
27
回

こ
ど
も
倶
楽
部
せ
み
な
ー
」
を

開
催
、
８
組
の
親
子
が
気
持
ち

よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
森
春
奈
先
生
は
、

島
根
県
各
地
を
回
り
バ
ラ
ン
ス

ボ
ー
ル
の
普
及
活
動
を
し
て
お

ら
れ
ま
す
。こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、

先
生
独
自
で
６
回
開
催
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
を
、「
こ
ど
も
倶

楽
部
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
」
と
し

て
年
３
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
バ
ラ
ン
ス

ボ
ー
ル
を
使
っ
た
肩
こ
り
セ
ル
フ
ケ
ア
で
汗
を
流
し
、
運
動
後
の
ワ
ー

ク
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は

「
久
々
に
運
動
し
て
気
持
ち
よ

か
っ
た
！
」「
面
白
か
っ
た
！
」

と
笑
顔
で
会
場
を
後
に
さ
れ
ま

し
た
。
子
供
た
ち
も
お
母
さ
ん

が
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
で
運
動
し

て
い
る
姿
を
見
て
一
緒
に
リ
ズ

ム
に
乗
っ
て
動
い
た
り
、
手
拍

子
を
し
た
り
と
て
も
楽
し
そ
う

で
し
た
。
こ
ど
も
倶
楽
部
で
は

産
前
産
後
の
お
母
さ
ん
の
た
め

の
活
動
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て

い
き
ま
す
！

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
で
産
後
ケ
ア
！

　

～
こ
ど
も
倶
楽
部
セ
ミ
ナ
ー
開
催
～

地
元
の
様
々
な
取
り
組
み
が
読
め
る
の
で
毎
号
楽

し
み
に
し
て
ま
す
。

　

知
人
が
載
っ
た
時
に
は
本
人
と
出
会
っ
た
ら
そ
の

話
題
で
盛
り
あ
が
っ
て
楽
し
い
。

な
す
と
鶏
肉
の
梅
肉
和
え
、
さ
っ
そ
く
作
っ
て
み

ま
し
た
。
家
族
に
も
好
評
で
作
り
方
も
簡
単
、
今

後
も
家
の
あ
る
材
料
で
手
早
く
（
時
短
）
で
き
る

も
の
を
お
願
い
し
ま
す
。

い
つ
も
き
ん
さ
い
市
場
で
新
鮮
な
野
菜
や
加
工
品

を
買
っ
て
ま
す
！

　

最
高
に
お
い
し
い
で
す
！

毎
月
の
配
布
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
、
Ｊ
Ａ
の
職

員
さ
ん
と
も
顔
な
じ
み
に
な
り
ま
し
た
。

「
夏
キ
ッ
ズ
！
の
親
子
の
集
い
」
の
記
事
を
読
み
、

こ
う
い
っ
た
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会
を
こ
れ
か

ら
も
続
け
て
く
だ
さ
い
。孫
が
ま
だ
１
才
で
す
が
、

小
学
生
に
な
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

☆
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
応
募
ハ
ガ
キ
に
ご
感

想
・
ご
意
見
・
身
近
な
お
話
等
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

バナナのような・・・・

なす

柿

いわみ中央地区本部

22



1
日
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
オ
ー
プ
ン
！

多
く
の
仲
間
と
親
睦
旅
行
in
玉
造

　

10
月
３
日
、
い
わ
み
中
央
女
性
部
弥
栄
（
德
田
マ

ス
ヱ
部
長
）
は
弥
栄
町
フ
ッ
ト
サ
ル
競
技
場
の
休
憩

場
で
「
1
日
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

女
性
部
員
や
地
域
の
方
な
ど
１
０
０
名
を
超
え
る
お

客
様
に
ご
来
店
い
た
だ
き
大
盛
況
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

地
元
の
食
材
を
使
っ
た
黒
米
お
は
ぎ
、
手
作
り
コ

ン
ニ
ャ
ク
の
さ
し
み
、
ソ
ー
メ
ン
ウ
リ
の
サ
ラ
ダ
、

家
の
光
の
レ
シ
ピ
を
参
考
に
さ
さ
み
の
チ
ー
ズ
パ
ン

粉
焼
き
な
ど
全
部
で
15
品
の
料
理
が
並
び
ま
し
た
。

お
客
様
か
ら
は
「
ど
の
料
理
も
た
い
へ
ん
美
味
し

か
っ
た
、
来
年
も
ぜ
ひ
来
て
み
た
い
！
」
と
非
常
に

喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

弥
栄
女
性
部
は
毎
年
「
1
日
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
」

を
開
催
し
て

お
り
、
女
性

部
に
と
っ
て

は
活
力
と
な

り
、
地
域
の

方
に
と
っ
て

は
毎
年
の
楽

し
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も

地
元
の
食
材

を
使
い
、
安

心
安
全
な
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

い
わ
み
中
央
女
性
部
（
德
田
マ
ス
ヱ
部
長
）
は
、
10
月

11
日
に
日
帰
り
親
睦
旅
行
を
開
催
し
91
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
親
睦
旅
行
は
、
昨
年
『
多
く
の
仲
間
に
参
加
し

て
も
ら
お
う
』
と
呼
び
か
け
大
変
好
評
で
し
た
の
で
、
今

年
も
開
催
し
皆
さ
ん
賑

や
か
に
楽
し
い
１
日
を

過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
ホ
テ
ル

玉
泉
に
て
『
う
た
ご
え

教
室
』
を
実
施
し
、
発

声
の
基
本
を
は
じ
め
に

学
び
、
そ
の
後『
故ふ
る
さ
と郷

』

や
『
庭
の
千
草
（
菊
）』

な
ど
懐
か
し
い
歌
を
を

み
ん
な
で
合
唱
し
、
お
腹
の
底
か
ら
声
を
出
す
こ
と
で
体
が
温
ま

り
、
バ
ス
の
旅
で
少
し
疲
れ
た
体
が
和
ら
い
だ
よ
う
で
し
た
。
そ

し
て
親
睦
交
流
会
で
は
、
豪
華
メ
ニ
ュ
ー
で
食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど

の
料
理
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

お
腹
も
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
ゆ
っ
く
り
と
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し

ん
だ
と
こ
ろ
で
大
社
観
光
ぶ
ど
う
園
に
出
発
。
ピ
オ
ー
ネ
・
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
・
ク
イ
ー
ン
ニ
ー
ナ
・
ス
チ
ュ
ー
ベ
ン
の
４
品

種
の
ブ
ド
ウ
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
少
し
シ
ー
ズ
ン
は
過
ぎ

て
い
ま
し
た
が
試
食
を
し
、
自
分
の
好
み
の
物
を
見
つ
け
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

　

日
々
忙
し
く
働
い
た
み
な
さ
ん
へ
の
ご
褒
美
の
旅
行
で
も
あ

り
、
１
日
家
事
や
農
作
業
の
事
を
忘
れ
、
ゆ
っ
く
り
美
味
し
い
も

の
を
食
べ
、
笑
っ
て
楽
し
い
会
話
も
し
、
満
足
し
て
帰
途
へ
と
着

か
れ
ま
し
た
。

いわみ中央地区本部
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令和元年度
農業用所得申告支援帳票の申し込みのご案内

　今年度も農業所得支援帳票の作成・配布を受け付けします。

　ご利用を希望される方は、ＪＡ各支店・事業所・各営農経済センターで下記の通り申し

込みをお願いいたします。

　なお、継続利用契約の申し込みはお引き受けできませんので、ご了承ください。

１．申告支援の内容
　①農業収支計算明細書（１年間のＪＡでの貯金取引を科目別に分け、表にします）

　②農業収支内訳準備表（科目別に集計された一覧表になっています）

２．ご利用方法
　集計口座は、３口座まで、ご家族の口座でも集計できます。

３．ご利用料金  
　１農家　１，１００円　（税込）

　ＪＡ農家への郵送代金等に利用させていただきます。

４．申込締切日  

　令和元年12月20日（金）各支店・事業所・営農経済センター必着

５．帳票のお届け予定時期   
　（上記期限までに提出された場合）

　令和２年１月中旬ごろ郵送にてご自宅へお届けする予定です。

［お問い合わせ先］
営農経済部 営農企画課 TEL０８５５–２２–８８１２

これからの季節にいかがですか
～西条柿から出来た究極の一品～

西条柿を原料とする清涼飲料水「晩
ばん

夕
ゆう

飲
いん

力
りょく

」を
ごぞんじですか。飲酒前に飲んでおくと少し飲みす
ぎても翌朝すっきりです。お酒を飲む機会の増え
るこの時期、是非お試しください。

　　　　晩夕飲力（50ml）
　　　　　１本　216円（税込）
　　　　　10本入ボックス　2,160円（税込）

いわみ中央地区本部
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開　催　日 時　　間 会　　場
12月２日 ㈪ 午前９時から午後３時まで 金城営農経済センター
12月３日 ㈫ 午前９時から午後12時まで Aコープやさか前
12月４日 ㈬ 午前９時から午後３時まで 旭　木田店舗前
12月５日 ㈭ 午前９時から午後12時まで 三隅　旧井野事業所前
12月６日 ㈮ 午前９時から午後３時まで 上府事業所
12月16日 ㈪ 午前９時から午後３時まで 江東事業所
12月17日 ㈫ 午前９時から午後３時まで 雲城出張所
12月18日 ㈬ 午前９時から午後３時まで 旭　旧市木事業所前
12月19日 ㈭ 午前９時から午後３時まで 浜田営農経済センター
12月20日 ㈮ 午前９時から午後３時まで 三隅支店

12月５日㈭　浜田西支店
午後３時から午後７時まで

石見が大好き！！
　1990年に浜田市弥栄町のママさんバレーチームのメ
ンバーが、石見神楽の太鼓に魅せられて活動を始めまし
た。太鼓だけでなく公民館活動や、町内のイベント、神
社への奉納などさまざまなボランティア活動に取組んで
います。
　昨年12月に念願だった若い後継者７人が加入。さら
にパワーアップして毎週練習に励み地域活性化の想いも
強まっています。

音
おとねかい

響会

メガネ・補聴器巡回スケジュール年 金 相 談 会

ご自身・ご家族のメガネ調整、　補聴器点検等気軽にお立寄り下さい‼

こんな不安はありませんか？
★年金っていつから、いくらもらえるの？
★「年金定期便」が届いたけど見方がわか
らない…

★年金の請求手続きってどうすればいい
の？

★働いているから請求しなくていいのでは
…

★遺族年金（障がい年金）はずっともらえ
るの？

★結婚前に働いた会社の記録がないような
気がするけど…

★厚生年金は65歳からもらう方が得？

手数料無料ATMがたくさんあります！
全国のセブン銀行、イーネット、ローソン銀行ATM等で

平日日中手数料無料でご利用いただけます。
（ご利用手数料）2019年10月１日現在

※詳しくは、ＪＡバンクホームページ・お近くのＪＡまたは、ご利用ＡＴＭの掲示等でご確認ください。

金融機関名 お取引内容
ご利用手数料

平日
8：45〜18：00

土曜日
9：00〜14：00

平日・土曜日のその他
時間帯および日曜日・祝日

ＪＡバンク 入出金 無料 無料 無料
ＪＦマリンバンク 出金 無料 無料 無料
セブン銀行 入出金 無料 無料 110円

イーネットＡＴＭ 入出金 無料 無料 110円
ローソン銀行 入出金 無料 無料 110円
ゆうちょＡＴＭ 入出金 無料 110円 110円

いわみ中央地区本部
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